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【健康×暮らしナビ】休日・祝日当番病・医院 ほか

【みんなのひろば】市民カレッジ ほか

えべつ健康フェスタ 2026

　末広えんじゅ自治会では、子どもから大人までが参加し、

歩道沿いの花壇の草取りや花の手入れが行われました。伸び

た雑草を取り除き、集めた雑草を袋にまとめたことで、花壇

周りがすっきり整いました。（7月 5日撮影）
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江別市自治会連絡協議会創立 60 周年記念特集

楽しく関わる、

地域とつながる

　江別市自治会連絡協議会は、自治会同士の情報共有や連携を支える組織で、今年で創立 60 周年を迎えました。

現在、161 の自治会が加入しています。本特集では、60 周年の歩みを振り返りながら、これまでの活動を通し

て育まれてきた地域のつながりと、自治会活動のこれからを考えます。

 市民生活課 ☎ 381-1018

地
域
を
思
う
気
持
ち
が
支
え
た
60
年

　　

創
立
60
周
年
と
い
う
節
目
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
自
治
会
連
絡

協
議
会
が
発
足
し
た
当
時
は
、
江
別
市
の
人
口

が
増
え
、
地
域
に
活
気
が
満
ち
あ
ふ
れ
た
時
代

で
し
た
。
地
域
を
自
分
た
ち
の
手
で
良
く
し
て

い
こ
う
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
方
々
が
多
か
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

私
の
住
む
上
江
別
地
区
で
は
、
約
50
年
前
に

自
治
会
館
を
建
て
る
と
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

費
用
の
一
部
を
出
し
合
っ
た
そ
う
で
す
。
自
分

た
ち
の
地
域
に
必
要
な
場
所
を
、
自
分
た
ち
で

作
り
た
い
と
い
う
思
い
が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

各
自
治
会
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
活
動
や

地
域
へ
の
思
い
が
、
自
治
会
同
士
の
つ
な
が
り

を
支
え
る
協
議
会
の
歩
み
に
つ
な
が
っ
て
き
た

と
思
い
ま
す
。

顔
の
見
え
る
関
係
が
、
暮
ら
し
を
支
え
る

　

自
治
会
の
活
動
は
、
回
覧
板
を
回
す
こ
と
や

地
域
行
事
の
運
営
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
排

雪
や
ご
み
集
積
所
の
管
理
、
花
壇
整
備
、
福
祉

活
動
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
活
動
も

江別市自治会連絡協議会

会長 砂
すながわ

川 英
ひ で お

雄 さん

多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
や
行
事
を
通
じ
て
顔
見
知
り

が
増
え
る
こ
と
が
、
自
治
会
の
大
き
な
役
割
だ

と
思
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
相
手
が
で

き
る
こ
と
で
、
困
っ
た
と
き
に
も
声
を
掛
け
や

す
く
な
り
ま
す
。
顔
の
見
え
る
関
係
が
あ
る
こ

と
は
地
域
の
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
域
に
日
頃
か
ら
声
を
掛
け
合
え
る
関
係
が

あ
る
こ
と
で
、
市
か
ら
届
く
情
報
な
ど
を
地
域

の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
り
、
地
域
で
出
た
声
を
市

に
つ
な
い
だ
り
す
る
橋
渡
し
が
し
や
す
く
な
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
か
ら
、
人
が
集
ま
る

　

自
治
会
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
活

動
す
る
人
自
身
が
楽
し
く
関
わ
れ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
役
員
が
負
担
ば
か
り
感
じ
て
い
て
は
、

活
動
を
続
け
る
こ
と
も
難
し
く
な
り
ま
す
。

 

私
の
自
治
会
で
は
、
若
い
世
代
の
役
員
が
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
、
盆
踊
り
で

の
出
店
の
内
容
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

出
店
に
加
え
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
呼
ぶ
な
ど
、

若
い
人
た
ち
の
発
想
で
行
事
の
形
が
少
し
ず
つ

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
が
自
治
会
長
と
し
て
全
て
を
決
め
る
の
で

は
な
く
、
任
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
任
せ
る
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
役
員
自
身
も
楽
し
み
な
が
ら

関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
が
楽
し
く
な

け
れ
ば
、
楽
し
さ
は
周
り
に
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
自
治
会
に
は
、
若
い
世
代
の
発

想
が
必
要
で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使
っ
た
情
報

発
信
な
ど
、
活
動
の
形
を
少
し
ず
つ
変
え
な
が

ら
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会長 インタビュー
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子育て世代の思いが、

自治会をもっと身近に

　朝日町自治会の育成部副部長として、子育て世代も参加しやすい行事

としてハロウィンパーティーを企画した椎
し い き

木さん。企画に込めた思いや、

自治会に関わって感じた地域のつながりについて聞きました。

地域の声 インタビュー

朝日町自治会 椎木 さん

　子育て中の世帯として自治会の行事に参加したときに、「今度はぜひ子ど

もも連れて来てね」と声を掛けてもらうことがありましたが、小さな子ども

が楽しめる場は限られていました。「子育て世代も参加しやすい場を作りた

い」そんな思いを自治会長に相談したことから、企画が始まりました。

　小さな子どもがいる家庭や、引っ越してきて間もない家庭にとって、地域

に同じ年頃の子どもが住んでいるかどうかは分かりにくいものです。行事を

通じて親子同士が顔見知りになれば、地域で暮らす安心感につながります。

　私自身、地域の大人に見守られて育った記憶があり、自分の子どもにも、

そういった環境で育ってほしいと思っています。

　自治会に関わる前は、活動内容が分かりにくく、会費が何に使われている

のかすらよく分かっていませんでした。実際に関わってみると、街灯やごみ

ステーションの管理など、暮らしを支える活動をしていることを知りました。

　まずは行事に参加するだけでも、地域と関わるきっかけになります。でき

ることから関われば、自治会がもっと身近になると思います。

公式キャラクターを制作中自連協だより「ななかまど」をリニューアル

　自治会の取り組みを紹介する「ななかま

ど」が、より多くの人に見てもらえるよう、

カラー版にリニューアルされました。協議

会 HP でも読むことができます。

これからの 3つの取り組み
公式Instagram で情報を発信

　創立 60 周年をきっかけとして、自治会

活動をもっと身近に感じてもらうための公

式キャラクターを制作中です。今後の登場

をお楽しみに。

　各自治会の行事や協議会の活動を、公

式 Instagram で発信しています。お住まい

の地域のイベント情報などを知るきっかけ

として、ぜひご活用ください。

？ 親しみやすく

愛される

キャラクター

子どもが楽しめる場を作りたい

顔見知りが増える安心感

できる範囲で地域と関わる

お住まいの地域の自治会へは、右の二次元コードから加入の申し

込みができます。

朝日町自治会で行われたハロウィンパーティー

自治会に関心を持った方へ
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知
っ
て
お
こ
う

知
っ
て
お
こ
う

市
内
で
想
定
さ
れ
る
最
大
震
度

市
内
で
想
定
さ
れ
る
最
大
震
度

　

災
害
は
、
あ
る
日
突
然
私
た
ち
の
日
常
を
脅
か
し
ま
す
。「
も
し
も
の
と
き
」
に
慌
て
る
の
で
は
な
く
、
日

頃
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
確
認
し
、
あ
な
た
と
大
切
な
家
族
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

 

危
機
対
策
・
防
災
担
当 

☎
381-

１
４
０
７

▲令和 8年 7月 4日に開催さ

れた総合防災訓練

2026.92026.9 広報えべつ広報えべつ 44

地
震
に
備
え
る

地
震
に
備
え
る

高めよう！ 4 つの備
び

意識

1　飲み水や食料の日常的備蓄

　レトルト食品やカップ麺、飲料水など、賞味期限の

長い食料品を日頃から備え、食べた分を買い足すロー

リングストックで上手に備蓄しましょう。

▶ 目安は最低 3日分

　できるだけ 1 週間分備蓄することが推奨されてい

ます。

食べる買い足す

備蓄する

2　住宅の倒壊を防ぐ準備

　昭和 56 年以前に建築された「旧耐震基準」の木造

住宅は、耐震性が不足している可能性があります。地

震による被害を最小限にするためにも、耐震改修や建

て替えを検討しましょう。

　また、被災後の生活再建のため、地震保険の加入も

検討しましょう。

▶ まずは、耐震診断から

　市では、図面による木造住宅の無料簡易耐震診断を

実施しています。まずは、住宅の耐震性を把握しましょ

う。詳しくは、建築指導課（☎ 381-1042）へお問い

合わせください。

4　停電への準備
　停電時でも使用できる機器を用意しましょう。災害

時には入手困難になることもあります。平時のうちに

準備しましょう。

▶ 冬季の災害に備えて

　カセットボンベ式の暖房器具を用意す

るなど、暖を取る方法も確認しましょう。

懐中電灯 ポータブル
ラジオ

モバイル
バッテリー

カセット
コンロ

カセット
ボンベ

乾電池

　

７
月
28
日
に
最
大
震
度
７
を
観

測
す
る
「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
は
、

内
陸
部
の
断
層
が
ず
れ
た
こ
と
で

発
生
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
周
辺
に
は
約
２
千
も
の

活
断
層
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
断

層
型
の
地
震
は
、
全
国
ど
こ
で
も

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

「
月
寒
背は

い

し

ゃ斜
に
関
連
す
る
断
層

の
地
震
」、「
野
幌
丘
陵
断
層
帯
の

地
震
」
が
発
生
し
た
場
合
、
江
別

市
内
で
は
最
大
震
度
７
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

「
江
別
市
の
揺
れ
や
す

さ
マ
ッ
プ
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

高めよう！ 4 つの備意識

＜建物全壊＞　約 2,150 棟

＜建物半壊＞  約 4,150 棟

＜死 傷 者＞　約 1,390 人

市内で震度 7の地震が

発生した場合の被害想定

最大震度は震度最大震度は震度 77

　災害時には、自身の力だけでなく、地域での協力（共

助）も不可欠です。

　日頃から地域のつながりを意識

し、交流しておくと、被災時にも

スムーズに助け合えます。防災訓

練を地域単位で行うなど、地域の

絆を深めましょう。

　災害から命を守るためには、事前の準備が大切です。

　起きる前、被災する前に、今できることを一つずつ確認してみましょう。

3　共助の準備

▲令和 7年 12 月 13 日に開催

された大麻地区の地域連携避

難所運営訓練



市民文化祭市民文化祭（ 文芸・生活文化・展示部門）（ 文芸・生活文化・展示部門）  参加者募集参加者募集
 江別市文化協会事務局 ☎ 598-7161（火・木・金　13:00 ～ 16:00）

第73回第73回

※展示部門の開催時間は、10:00 ～ 17:00（最終日は 16:00）

行事名 日時 /会場 概要 / ￥  参加料 / 申  参加方法 / 問  問い合わせ

短歌大会
10/18 ㈰ 受付 13:00 

開始 13:15　野幌公民館

￥  1,500 円（歌会のみは 500 円）　申  はがきに未発表の自由詠 1 首を記入し 10/2 ㈮までに事務局 菅
か ん の

野 
礼
れ い こ

子さん（〒 069-0831 野幌若葉町 29-18 ☎ 385-5676）へ郵送　問  二
に が わ ら

川原 登
のぼる

さん ☎ 389-5671

市民美術展
10/24 ㈯ ～ 30 ㈮

野幌公民館

絵画・版画・切り絵などの展示。市内に在住または在勤の方、市内の文化サークルなどに加入している方（高

校生以下不可）が参加できます。￥  2,000円（3点まで） 申  作品の搬入・受付は10/12(月・祝)10:00 ～ 12:15
に野幌公民館ホールへ。 ※詳細は8月中旬頃から各公民館で配布される応募出品票で確認してください

問  中
な か じ ま

島 恭
や す よ

代さん ☎ 385-4217

川柳大会
10/24 ㈯ 13:00 ～ 17:00

野幌公民館

宿題は「響く」「絵」「約束」の各題 2句ずつ。　￥  1,500 円 ※親睦会費含む（投句のみは 300 円）
申  出席者は、10/21 ㈬までに問い合わせ先へ電話。句は当日持ち寄り ※投句のみ参加の方は任意の用紙に

投句を記載し、10/21 ㈬までに問い合わせ先へ郵送（必着）またはファクス　問  嶋
し ま ぐ ち

口 幸
さ ち み

美さん（〒 069-0821

東野幌町 46-10 ☎ ･ FAX 383-5556）

俳句大会
11/1 ㈰ 13:00 ～ 17:00

中央公民館

兼題「雁
が ん

」「残
ざ ん ぎ く

菊」「当
と う き

季雑
ざ つ え い

詠」で 1人 3句以内。※投句者は当日出席必須

￥  500 円　申  はがきまたは適宜用紙に投句を記載し、10/14㈬までに堂
ど う し た

下 和
か ず お

夫さん（〒 069-0824 東野幌

本町 7-1-E502 ☎・FAX 385-6742）へ郵送またはファクス　問  西
に し む ら

村 栄
え い い ち

一さん ☎・FAX 383-0641

将棋大会
11/1 ㈰13:00 ～ 17:00

青年センター 

￥  一般の部（A、B、Cの 3クラス）:500 円、小中学生の部と文化協会員 :無料 ※当日会場で支払い　

申  会場で直接 ※ 13 時まで　問  藤
ふ じ た

田 昌
ま さ ゆ き

之さん ☎ 383-8565

市民菊花展
11/1 ㈰～ 3(火・祝)

コミュニティセンター

市民と菊友会員による菊花展。大菊・小菊は不問（種目別審査規定あり）。￥  1,000 円 　
申  10/16 ㈮までに問い合わせ先へ電話　問  菊友会事務局 堀

ほ り ご め

込 廣
ひ ろ い ち

市さん ☎ 386-4519

市民書道展
11/1 ㈰～ 3(火・祝)

野幌公民館

市内在住の方の書道展。未発表作品（漢字、かな、詩文、墨
ぼくしょう

象、篆
て ん こ く

刻など）を額装または軸装で出品。

￥  500 円（文化協会員は無料）　申  出品票（各公民館で配布）を 10/1 ㈭までに提出　

問  山
や ま だ

田 静
せ い ざ ん

山さん ☎ 382-0793

市民陶芸展
11/1 ㈰～ 3(火・祝)

野幌公民館

市内在住のアマチュアの方が対象。粘土で焼
しょうせい

成した陶芸作品を1人1～3点展示できます。（出展数により調整）
￥  個人 :500 円、団体 :1,000 円（文化協会員は無料）  申  9/30 ㈬までに出展申込票（野幌公民館で配布）

を問い合わせ先へ提出  問  文化協会事務局 ☎ 598-7161

市民盆栽展
11/1 ㈰～ 3(火・祝)

野幌公民館

市内在住の方と盆栽同好会による盆栽展。

￥  1,000 円  申  10/15 ㈭までに問い合わせ先へ電話　問  中
な か が わ

川 隆
たかし

さん ☎ 382-3965

市民華道展
11/1 ㈰～ 3(火・祝)

コミュニティセンター

長テーブル 1本（90cm × 45cm）に 2作程度を展示できます。

￥  個人 :500 円 ※小学生と保護者で参加の場合は 1組 500 円  申  10/15 ㈭までに問い合わせ先へ電話 

問  笹
さ さ は ら

原 邦
く に こ

子さん ☎ 382-2096

その他
一般展示

11/1 ㈰～ 3(火・祝)
中央・野幌・大麻公民館

籐工芸、押し花、絵手紙などの展示。個人、市民サークルなどで参加できます。 ￥  個人：500 円、団体：

2,000 円（文化協会員は無料） ※会場ごとの事前打ち合わせ時支払い　申  申込書（各公民館で配布）に記

載し、9/11 ㈮までに出展を希望する公民館へ直接申し込み　問  文化協会展示部長 岡
お か む ら

村 祐
ゆ う こ

子さん ☎ 389-
5081 または 生涯学習課 ☎ 381-1060

ふ
る
さ
と
江
別
塾

ふ
る
さ
と
江
別
塾

２
０
２
６

２
０
２
６

　

市
内
４
大
学
の
教
員
が
、
専

門
分
野
の
講
義
を
し
ま
す
。

　

閉
講
式
で
は
市
民
カ
レ
ッ
ジ

学
位
の
授
与
を
行
い
ま
す
。
希

望
者
は
10
月
17
日
㈯
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
は
各

回
先
着
１
０
０
名
。
※
え
べ
つ

市
民
カ
レ
ッ
ジ
・
道
民
カ
レ
ッ

ジ
連
携
講
座

【
申
込
方
法
】

　

９
月
１
日
㈫
か
ら
各
講
座
開

講
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
電

話
、フ
ァ
ク
ス
、Ｗ
ｅ
ｂ
フ
ォ
ー

ム
で
申
し
込
み

（
電
話
受
付
は
平

日
９
時
～
17
時
）

 

生
涯
学
習
課

☎
381-

１
０
６
２

 

382-

３
４
３
４

受講料
無料

2026.95 広報えべつ

日程・会場 講師・テーマ

10/1010/10㈯

北翔大学
7 号棟 2 階

722 教室

開講式 9:15 ～開講式 9:15 ～

9:30 ～ 11:00 教育文化学部 野
の ぐ ち

口 直
な お み

美 教授

【小学生のかばんが重いと何が起こる？ー子どもの健康への影
響と保護者の思いー】

11:10 ～ 12:40 教育文化学部 本
ほ ん あ み

阿彌 はるな 准教授、澤
さ わ

 聡
と し か ず

一 教授

【（トークセッション）ニューロダイバーシティと不登校】

10/1710/17㈯
札幌学院大学

B館 1階

B102 教室

9:30 ～ 11:00 人文学部 中
な か む ら

村 敦
あ つ し

志 教授

【ミュージカル『キャッツ』の原点：詩人が猫に託した「秘密の手紙」】

11:10 ～ 12:40 経済経営学部 黄
こ う

 昕
し ん

 准教授

【日本の人的資源管理】

10/3110/31㈯
北海道情報大学

校舎棟 1号館
106 教室

9:30 ～ 11:00 総合情報学部 システム情報学科 長
な が お

尾 光
み つ よ し

悦 教授

【あなたの知らない人工知能の世界】

11:10 ～ 12:40 総合情報学部 システム情報学科 棚
た な は し

橋 二
じ ろ う

朗 准教授

【今年で成人になる「えべチュン」の話】

11/711/7㈯

酪農学園大学
中央館 学生ホール

9:10 ～ 10:40 農食環境学群 食と健康学類 杉
す ぎ む ら

村 留
る み こ

美子 准教授

【幼児期の食育 :「食べない」「時間がない」を行動科学で解決】

  10:50 ～ 12:20 獣医学群 獣医保健看護学類 村
む ら か み

上 義
よ し き

樹 助教

 【動物愛護フェスティバル in えべつ 2026 開催報告 －「動物　  
 との共生」を、江別のまちから】

閉講式 12:20 ～ ※全講義受講の方には修了証を授与閉講式 12:20 ～ ※全講義受講の方には修了証を授与


